
    

 

「いのち会議」事業趣意書 

 

近代以降、科学と技術の発展により、産業は発展をとげ、一人あたり GDPは継続的に増加

し、人々の寿命は延び、消費生活は便利で豊かなものになりました。しかしながら、物質的

な豊かさの追求は、人類やその他の生命体、あるいは地球そのものの「いのち」を脅かす様々

な課題を生みました。19 世紀の半ばに 10 億に達した人口は爆発的に増加し、2050 年には

90 億を超えると言われています。他方、日本のように少子化による人口減少の中で高齢化

が進む国もあります。 

 このような中、国連において 2030年をターゲットに「持続可能な開発目標（SDGs）」が定

められ、「誰一人取り残さない」をスローガンに、人類が協働して地球環境の破壊、自然資

源の枯渇、エネルギーや食糧の不足、伝染病の蔓延、経済の停滞、格差や貧困、紛争や戦争

など、様々な課題に立ち向かうことが約束されました。 

 2020 年代に入ってから、人類は、コロナウイルス感染症の経験によって、またウクライ

ナでの戦禍によって、誰もが「助けを必要とする人」になり得ることを学びました。この経

験を活かし、私たちは SDGsが掲げる「誰一人取り残さない」精神のもと、互いの「いのち」

を尊重し、助け合うとともに、すべての「いのち」を輝かせる活動を展開していかなくては

なりません。 

 以上の問題意識に立ち、2025年に開催される「大阪・関西万博」に向けて、SDGsの理念

や実践状況を確認し、「誰一人取り残さない」社会を実現するための方策や科学技術が果た

す役割を提示した上で、さらに SDGs 後、すなわち 2031 年以後に人類が目指すべき目標を

議論する「いのち会議」事業を推進いたします。そして、議論の結果を「大阪・関西万博」

の場で「いのち宣言」の形にして世界に発信いたします。また、事業を進める中で構築され

る、ジェンダーや世代、地域や職業、文化や民族など、あらゆる違いを越えたネットワーク

「共創ネットワーク」も、地球の未来を創る基盤となるレガシーとしたいと考えています。 

 すべての「いのち」が輝く新しい時代を切り拓くために、私たちは何を為すべきか、何が

できるか。一人ひとりが地球の上で生かされている「いのち」の意識に立ってつながり、声

を上げ、聞き合い、考え、話し、一つの声にしてグローバルなムーブメントにつなげていく

場となる「いのち会議」事業の推進にご理解いただき、格別のご高配、ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げる次第です。 
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